
80
人　

●
そ
の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装
で

m
t
①
6
月
25
日
②
7
月
2
日
③
7
月
14
日

ま
で
に
消
防
本
部
警
防
課
☎
875
・
0
2
4
9

ワ
ク
ワ
ク
本
舗

「
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
キ
ャ
ン
プ
」

●
と
き
・
行
き
先
＝
7
月
21
日
㈬
〜
23
㈮

（
2
泊
3
日
）　

和
歌
山
県
紀
伊
勝
浦　

●
内

容
＝
か
し
こ
く
て
や
さ
し
い
イ
ル
カ
と
一
緒

に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。
海
の
動
物
と
ふ
れ
あ
う

貴
重
な
体
験
で
す　

●
対
象
＝
小
・
中
学
生　

●
費
用
＝
小
学
生
：
2
9
8
0
0
円
、
中
学

生
3
5
8
0
0
円

m
t
6
月
11
日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会
☎
874

・
5
1
6
5

キ
ャ
ン
プ
ス
ク
ー
ル

「
デ
ラ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン
プ
」

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
8
月
4
日
㈬
〜
6
日
㈮

（
2
泊
3
日
）　

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー　

●
内
容
＝
ド
ラ
ム
缶
風
呂
を
作
っ
て
入
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
ま
き
で
沸
か
す
よ
！
楽
し
い
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
大
冒
険
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
、
遊
び
づ
く
し
の
3
日
間　

●
対
象
＝

小
・
中
学
生　

●
費
用
＝
8
5
0
0
円

m
t
6
月
11
日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会
☎
874

・
5
1
6
5ス　

ポ　

ー　

ツ

市
民
体
育
館

「
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
セ
ミ
ナ
ー

●
と
き
＝
6
月
16
日
㈬
午
後
2
時
〜
3
時　

み
ん
な
集
ま
れ
！

わ
ん
ぱ
く
社
会
見
学

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
6
月
27
日
㈰
午
前
9
時

〜
午
後
3
時　

深
野
北
小
学
校　

●
内
容
＝

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る
職
業
に
つ
い
て

み
ん
な
で
見
学
、
体
験
学
習
。
大
人
も
子
ど

も
も
楽
し
め
る
社
会
見
学
で
す　

●
定
員
＝

先
着
100
人

m
t
㈳
大
東
青
年
会
議
所
（
平
日
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
）
☎
863
・
2
7
0
0

ち
ょ
こ
っ
と
あ
そ
ぼ
ー
d
a
y

●
と
き
・
集
合
場
所
＝
7
月
3
日
㈯
、
8
月

1
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

野
崎
観
音

鐘
つ
き
台
前　

●
内
容
＝
ハ
イ
キ
ン
グ
と
青

少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
自
由
遊
び　

●
対
象
＝
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
人
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
要
）　

●
費
用
＝
中
学
生
以

下
100
円
、
高
校
生
以
上
200
円　

●
持
ち
物
＝

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど　

●
そ
の
他
＝

申
込
不
要
（
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
参
加
の

場
合
は
申
込
要
）

t
青
少
年
協
会
☎
874
・
5
1
6
5

救
急
救
命
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講
習
会

あ
な
た
は
愛
す
る
人
を
救
え
ま
す
か
！

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
①
7
月
4
日
㈰
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分　

②
7
月
14
日
㈬

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分　

③
7
月
24
日

㈯
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分　

消
防

本
部　

●
内
容
＝
救
急
救
命
士
に
よ
る

A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法　

●
対
象

＝
市
内
在
住
・
在
勤
者　

●
定
員
＝
先
着
各

　

江
戸
時
代
、
日
本
の
総
人
口
の
約

8
割
が
農
業
従
事
者
で
し
た
。
江
戸

幕
府
や
諸
藩
の
財
政
は
、
こ
の
よ
う

な
農
業
従
事
者
を
中
心
と
し
た
民
衆

か
ら
取
り
立
て
る
税
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
主
な
税
は
、
田

畑
な
ど
に
課
さ
れ
る
「
本ほ
ん

途と

物も
の

成な
り

」

（
年
貢
）
と
、
田
畑
に
か
か
る
年
貢

以
外
の
税
と
し
て
の
「
小こ

物も
の

成な
り

」
が

中
心
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ

う
に
毎
年
の
農
業
生
産
物
を
対
象
と

し
た
税
以
外
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代

の
流
れ
の
な
か
で
必
要
に
応
じ
て
い

ろ
い
ろ
な
も
の
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
諸
福

村
に
お
け
る
古
文
書

に
は
村
人
へ
の
負
担

が
見
ら
れ
ま
す
。
享き
よ
う

保ほ
う

12
年
（
1
7
2
7
）

8
月
に
、
前
年
の
収

穫
物
に
課
せ
ら
れ
た

税
を
京
都
の
二
条
役

所
ま
で
運
ぶ
た
め
の

経
費
を
含
ん
で
拠
出

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
明
和
元
年
（
1

7
6
4
）
に
は
、
将

軍
代
替
り
を
祝
賀
す

る
「
朝
鮮
通
信
使
」
の
経
費
が
納
入

さ
れ
て
お
り
、
嘉か

永え
い

7
年
（
1
8
5

4
）
に
は
、
前
年
の
ペ
リ
ー
来
航
に

よ
る
海
上
防
衛
の
必
要
性
か
ら
、
江

戸
湾
（
東
京
湾
）
に
砲
台
の
「
御お

台だ
い

場ば

」
建
設
の
費
用
が
上
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
、
農

業
生
産
物
に
課
せ
ら
れ
る
税
以
外
に

も
多
く
の
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
、

8
月
末
日
ま
で
、
市
立
歴
史
民
俗
資

料
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
市
史
編
纂
委
員　

岡
村
喜
史
）

第 12話
古
文
書
か
ら
見
え
る
大
東
の
歴
史
①

『
江
戸
時
代
の
農
民
の
負
担
』

農民に京都二条まで年貢米を送ることを負担させた古文書
〔享保12年（1727）8月〕

だいとう　平成22（2010）年6月号　23




